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五穀豊穣、無病息災、家内安全を祈願
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議会だより
Gikaidayori KamashiGikaidayori Kamashi

かましかまし

※嘉麻市議会だよりは高齢者や視覚の弱い方にも配慮したユニバーサルデザインフォント(UDフォント)を使用しています

～広報編集特別委員会～

高校生議会開催のお知らせ高校生議会開催のお知らせ

※高校生議会は傍聴できます！
※傍聴をご希望の方は５階の議会事務局までお越しください。
※高校生議会は傍聴できます！
※傍聴をご希望の方は５階の議会事務局までお越しください。

日　時

会　場

参加校

令和５年11月８日(水)　13時30分～
嘉麻市役所  ５階　議場
稲築志耕館高等学校
嘉穂総合高等学校嘉麻市立大隈城山校

委 員 長 畠中 博文 委  員 田上 孝樹

委  員 佐伯 憲子
委  員 新井 聖次

委  員 山本 真之

副委員長 田中 義幸

次回の嘉麻市議会だより(№71)は
令和6年(2024年)2月1日発行予定

嘉麻市岩崎1180番地1
嘉麻市役所 5階 議会事務局

TEL:0948-42-7406
FAX:0948-42-7099

～お問い合わせはこちらに～

P2.P3…令和４年度 決算報告
P7………………９月補正予算
P10～P15……いっぱん質問
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＼令和４年度 ６会計の決算を認定／

一般会計をグラフでみてみよう 厳 
し 

い 

財 

政 

状 

況

厳 
し 

い 

財 

政 

状 

況

収益的収支

資本的収支
水道事業会計

住宅新築資金等貸付事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険事業
特別会計

国民健康保険事業特別会計

保険事業勘定

サービス事業勘定

一般会計

労働費(0.1%) 4,617万円労働費(0.1%) 4,617万円

災害復旧費(1.3%) 4億5,692万円災害復旧費(1.3%) 4億5,692万円
議会費(0.5%) 1億7,906万円議会費(0.5%) 1億7,906万円

(入ってきたお金)(入ってきたお金) (使ったお金)(使ったお金)

諸収入(1.5%) 4億6,321万円諸収入(1.5%) 4億6,321万円
地方譲与税など(3.7%) 11億5,858万円地方譲与税など(3.7%) 11億5,858万円

市債(5.3%) 16億3,331万円市債(5.3%) 16億3,331万円

繰入金など(8.4%)
26億1,749万円

繰入金など(8.4%)
26億1,749万円

市税(9.6%)
29億8,966万円

市税(9.6%)
29億8,966万円

地方交付税(32.9%)
102億1,174万円

地方交付税(32.9%)
102億1,174万円

国・県支出金(38.5%)
119億5,182万円 

国・県支出金(38.5%)
119億5,182万円 

商工費(1.9%) 6億6,050万円商工費(1.9%) 6億6,050万円

農林水産業費(2.0%) 7億2,053万円農林水産業費(2.0%) 7億2,053万円
土木費(3.0%)
10億7,205万円
土木費(3.0%)
10億7,205万円
消防費(3.1%)
11億908万円
消防費(3.1%)
11億908万円

衛生費(4.9%)
17億1,570万円
衛生費(4.9%)
17億1,570万円

その他(15%)
52億8,669万円

その他(15%)
52億8,669万円

総務費(7.4%)
(総務管理、税務、戸籍、選挙、統計などに関する経費)
26億1,344万円

総務費(7.4%)
(総務管理、税務、戸籍、選挙、統計などに関する経費)
26億1,344万円

公債費(8.0%)
(借り入れた市債の返済に関する経費)
28億3,879万円

公債費(8.0%)
(借り入れた市債の返済に関する経費)
28億3,879万円

教育費(33.6%)
(学校教育や文化などの社会教育に関する経費)
118億６,２５７万円

教育費(33.6%)
(学校教育や文化などの社会教育に関する経費)
118億６,２５７万円

民生費(34.1%)
(社会福祉や高齢者福祉、児童福祉などに関する経費)　
120億6,282万円

民生費(34.1%)
(社会福祉や高齢者福祉、児童福祉などに関する経費)　
120億6,282万円

歳入 歳出

歳 入 歳 出

差引額

363億1,254万円

47億2,355万円

6億4,774万円

55億2,302万円

6億6,282万円

5,814万円

4,892万円

3,999万円

353億3,768万円

49億6,376万円

6億3,651万円

52億2,360万円

6億5,941万円

4億2,981万円

5,814万円

3,534万円

9億7,486万円

△2億4,021万円

1,123万円

2億9,942万円

341万円

△3億8,089万円

0円

465万円

　今後、債務総額は莫大なものになる。この状態を改善するためには現在
計画している稲築地区公民館、小さな拠点施設建設、工業団地造成をストップ
するか、施設の統廃合をするしかない。施設の統廃合は待ったなしである
と指摘しておき今回の決算収支を賛成する。

【認定第1号　一般会計歳入歳出決算の認定について】討論

　令和４年の決算のもと、今後の大型公共工事を見込んだ上での財政分析
を早急に専門家に依頼すべきである。市の財政は一刻も猶予はない。
今後、行財政改革に関する調査特別委員会等の中で市の財政分析について
早期に議論をする必要がある。以上のことを要請し、令和４年度一般会計
決算については賛成する。

　9月7日・8日の2日間、決算特別委員会を開催し、令和4年度の一般会計他5会計の決算審査を行いました。
　市は、財政状況について次のように説明しました。「物価高騰、人口減少に伴う税収確保の厳しさ、事業に要した
起債の償還や社会保障費の増大など、今後も引き続き厳しい状況が見込まれます。新たな財源の確保を図ると
ともに、事業の見直しや経費の削減を図り、住民の福祉の向上に努めていきたい。」

【認定第1号　一般会計歳入歳出決算の認定について】討論

※反対の意見はありませんでした。

市
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住宅新築資金等貸付事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険事業
特別会計

国民健康保険事業特別会計

保険事業勘定

サービス事業勘定

一般会計

労働費(0.1%) 4,617万円労働費(0.1%) 4,617万円

災害復旧費(1.3%) 4億5,692万円災害復旧費(1.3%) 4億5,692万円
議会費(0.5%) 1億7,906万円議会費(0.5%) 1億7,906万円

(入ってきたお金)(入ってきたお金) (使ったお金)(使ったお金)
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繰入金など(8.4%)
26億1,749万円

繰入金など(8.4%)
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29億8,966万円
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地方交付税(32.9%)
102億1,174万円
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消防費(3.1%)
11億908万円
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52億8,669万円
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52億8,669万円
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(総務管理、税務、戸籍、選挙、統計などに関する経費)
26億1,344万円

総務費(7.4%)
(総務管理、税務、戸籍、選挙、統計などに関する経費)
26億1,344万円

公債費(8.0%)
(借り入れた市債の返済に関する経費)
28億3,879万円

公債費(8.0%)
(借り入れた市債の返済に関する経費)
28億3,879万円

教育費(33.6%)
(学校教育や文化などの社会教育に関する経費)
118億６,２５７万円

教育費(33.6%)
(学校教育や文化などの社会教育に関する経費)
118億６,２５７万円

民生費(34.1%)
(社会福祉や高齢者福祉、児童福祉などに関する経費)　
120億6,282万円
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(社会福祉や高齢者福祉、児童福祉などに関する経費)　
120億6,282万円

歳入 歳出
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47億2,355万円

6億4,774万円
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6億6,282万円

5,814万円
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353億3,768万円
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2億9,942万円

341万円

△3億8,089万円
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465万円

　今後、債務総額は莫大なものになる。この状態を改善するためには現在
計画している稲築地区公民館、小さな拠点施設建設、工業団地造成をストップ
するか、施設の統廃合をするしかない。施設の統廃合は待ったなしである
と指摘しておき今回の決算収支を賛成する。

【認定第1号　一般会計歳入歳出決算の認定について】討論

　令和４年の決算のもと、今後の大型公共工事を見込んだ上での財政分析
を早急に専門家に依頼すべきである。市の財政は一刻も猶予はない。
今後、行財政改革に関する調査特別委員会等の中で市の財政分析について
早期に議論をする必要がある。以上のことを要請し、令和４年度一般会計
決算については賛成する。

　9月7日・8日の2日間、決算特別委員会を開催し、令和4年度の一般会計他5会計の決算審査を行いました。
　市は、財政状況について次のように説明しました。「物価高騰、人口減少に伴う税収確保の厳しさ、事業に要した
起債の償還や社会保障費の増大など、今後も引き続き厳しい状況が見込まれます。新たな財源の確保を図ると
ともに、事業の見直しや経費の削減を図り、住民の福祉の向上に努めていきたい。」

【認定第1号　一般会計歳入歳出決算の認定について】討論

※反対の意見はありませんでした。
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放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例　

　「
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
」の
実
施
に
つ
い

て(

平
成
27
年
５
月
21
日

付
、厚
生
労
働
省
雇
用
均

等
・
児
童
家
庭
局
長
通
知)

の
改
正
に
伴
い
、条
例
に

所
要
の
改
正
を
行
う
た
め
、

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
執
行
部
よ
り
、今
回
の

改
正
に
よ
り
、研
修
修
了

予
定
者
を
放
課
後
児
童
支

援
員
と
み
な
す
措
置
の
期

限
が
無
く
な
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、国
の
通
知

と
矛
盾
が
な
い
よ
う
に
、

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資

格
要
件
を
整
備
す
る
も
の

で
あ
る
旨
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

質
　
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業(

学
童
保
育
事
業)

の
支
援
員
と
、み
な
し
支

援
員
の
状
況
は
。

答
　
支
援
員
24
名
、補
助
員

８
名
を
採
用
し
て
い
る
。

休
暇
等
で
対
応
で
き
な
い

際
は
代
替
職
員
や
こ
ど
も

市
道
路
線
の
変
更

　
嘉
麻
市
岩
崎
字
西
浦

１
３
２
２
番
地
１
他
１７
筆

の
民
間
宅
地
造
成
に
よ
り
、

整
備
さ
れ
た
道
路
敷
の
寄

付
申
出
に
よ
り
市
の
帰
属

に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
伴

い
、当
該
道
路
敷
の
延
長
上

に
認
定
さ
れ
た
市
道
西
浦

団
地
１
号
線
の
終
点
等
の

変
更
を
行
う
た
め
提
案
さ

れ
た
も
の
で
す
。

※

審
査
の
結
果
、全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

※

本
会
議
で
は
、全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

育
成
課
職
員
が
対
応
し
て

い
る
。

　
ま
た
、み
な
し
支
援
員

は
２
名
い
る
が
、今
年
10

月
・
11
月
開
催
の
研
修
受

講
後
に
は
、０(

ゼ
ロ)

に

な
る
。

質
　
以
前
か
ら
支
援
員
確

保
が
難
し
い
部
分
が
あ
る
。

民
間
委
託
の
方
向
性
は
考

え
て
い
る
の
か
。

答
　
行
革
の
実
施
計
画
の

中
で
、令
和
７
年
度
か
ら

の
民
間
委
託
を
検
討
し
て

い
る
。

※

審
査
の
結
果
、全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

※

本
会
議
で
は
、全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

委員会審査結果報告
令 和５年 9月定 例 会 中に開 催され た、
各常 任 委 員 会 の 審 査・活 動 報 告です。

● 総 務 財 政 委 員 会
● 民 生 文 教 委 員 会
● 産 業 建 設 委 員 会

嘉 麻 市 の 常 任 委 員 会 と は 、
下 記 ３ 委 員 会 の こ と で す 。

9 月定例会では総務財政委員会への
付託案件はありませんでした。

委員
北冨  敬三

民生文教委員会

宅地造成による市道延長
委員長
石原  浩二

副委員長
畠中  博文

委員
中嶋  時夫

委員長
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宮吉・普門寺線を視察

　９月定例会初日に議会改革に関する調査特別委員会が開催され、議会報告会実行委員会が
設置されました。委員長に田中義幸議員、副委員長に出水貴之議員が選任されました。
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放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
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　「
放
課
後
児
童
健
全
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成
事
業
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実
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平
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年
５
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生
労
働
省
雇
用
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・
児
童
家
庭
局
長
通
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の
改
正
に
伴
い
、条
例
に

所
要
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改
正
を
行
う
た
め
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提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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援
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な
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措
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っ
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。
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。
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。

答
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。
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よ
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議案の結果一覧（9月定例会）
〇…全会一致　△…賛成多数　▼…賛成少数　※…討論あり
各委員会で審査された議案を本会議で採決した結果

専決処分事項の承認について
(令和５年度一般会計補正予算（第４号）)

議案第44号

議案第45号

議案第42号

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・
子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例

議案第43号 印鑑条例及び手数料条例の一部を改正する条例 ○可 決

○可 決

○可 決

市道路線の変更議案第46号 ○可 決

○承 認

令和５年度一般会計補正予算（第５号） ※○可 決〃 第47号

○可 決令和５年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）〃 第48号

※○認 定認 定 第 1 号 令和４年度一般会計歳入歳出決算の認定

○同 意諮 問 第 3 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

○認 定〃 第 2 号 令和４年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

○認 定〃 第 3 号 令和４年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

○認 定〃 第 4 号 令和４年度住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定

○認 定〃 第 5 号 令和４年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

○認 定〃 第 6 号 令和４年度水道事業会計決算の認定

○同 意〃 第 4 号 〃

○可 決令和５年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号）〃 第49号

民生文教委員会

産業建設委員会

予算特別委員会

決算特別委員会

その他

や
ま
だ

け
い
こ

山
田
　惠
子
　氏

あ
り
た

よ
し
ゆ
き

有
田
　芳
行
　氏

人
事
案
件

意 

見 

書

森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
基
準

の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

人
権
擁
護
委
員
を
決
定

※

全
会
一
致
・
同
意

一般会計補正の主なもの
（ 歳 入 ）

（ 歳 出 ）

◆土木施設災害復旧費負担金

◆新型コロナウイルスワクチン接種
　対策費負担金

◆土木施設災害復旧費

◆農地農業用施設災害復旧事業

6,802万円

2,759万円

1億7,720万円

9,201万円

※千円以下切り捨て

５億 １,８20万円
300億 9,638万円

△353万円
51億 9,791万円

0万円
55億 1,853万円

0万円
6億 9,317万円

0万円
4,054万円

0万円
6億 7,094万円
4億 1,190万円

４26億 2,941万円

一  般  会  計
総　額

国民健康保険特別会計
総　額

介護保険特別会計
総　額

後期高齢者医療特別会計
総　額

住宅新築資金会計
総　額

水道事業会計
収 益 的 支 出
資 本 的 支 出
６会計総額

9 月 補 正 予 算9 月 補 正 予 算

　
我
が
国
の
森
林
は
国
土
の
７
割
を
占
め
、

地
球
温
暖
化
防
止
や
国
土
保
全
、水
源

涵
養
等
の
公
益
的
機
能
を
有
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
機
能
を
十
分
に
果
た
す
べ
く
、

間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
を
着
実
に
実
施
し

て
い
く
た
め
の
財
源
と
し
て
令
和
元
年
度

に
森
林
環
境
譲
与
税
が
創
設
さ
れ
た
。

　
山
間
部
に
お
け
る
様
々
な
課
題
に
早
急

に
対
応
し
、森
林
整
備
や
人
材
育
成
・
担

い
手
確
保
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
今
後

本
格
化
さ
せ
て
い
く
に
は
、多
く
の
森
林

を
抱
え
る
自
治
体
で
は
、今
の
譲
与
基
準

の
ま
ま
で
は
森
林
整
備
の
費
用
に
不
足

が
見
込
ま
れ
、さ
ら
な
る
財
源
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

　
森
林
の
多
い
市
町
村
が
必
要
な
森
林

整
備
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、譲
与
基
準
を
見
直
し
実
現
を

強
く
要
請
す
る
。

※

全
会
一
致
・
可
決

　
令
和
５
年
12
月
31
日
付
で

任
期
満
了
に
な
る
こ
と
に
伴
い
、

引
き
続
き
次
の
方
を
推
薦
す
る

こ
と
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。
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委 員 会 の 動 き委 員 会 の 動 き
９月１５ 日　議会広報編集
９月２６日　議会広報編集

１０月 ３ 日　議会広報編集
１０月１２日　議会広報編集

８月２５日　議会報告会実行委員会の委員の選出
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８月１８日　９月定例会の日程調整等協議
９月１３日　定例会最終日の日程調整等協議

◎広報編集特別委員会 ◎議会改革に関する調査特別委員会

◎行財政改革に関する調査特別委員会

◎議会運営委員会
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広報編集特別委員会
視察及び研修報告

広報編集特別委員会
視察及び研修報告

　令和 5 年 8 月 25 日 ( 金 ) に～政治分野における
ハラスメントの防止～をテーマとし、嘉麻市役所議場
にて議員研修会を開催しました。ハラスメントに関する
基本的知識、セクシュアル・ハラスメント、パワー・
ハラスメント、妊娠・出産・育児介護休業等ハラス
メント、政治分野におけるハラスメント防止の取り組み
等について学びました。それぞれが安心して仕事が
できる、ハラスメントのない環境を全員で作っていける
よう努めます。　広報編集特別委員会は、令和5年8月1日(火)に東京都小平市役所へ視察に行きました。「広聴広報特別委員会の役割

について」、委員長・副委員長・事務局の方から説明を受け、小平市議会の議会報(議会だより)編集について学びました。
　令和5年8月2日(水)には、会議録センター(埼玉県鴻巣市)へ研修に行きました。議会だより作成の基本から勉強し、
嘉麻市の議会だよりを実際に使用しながら市民にわかりやすい表現や要約のコツを教えていただきました。

講師
NPO 法人ジェンダー研究所 理事　
横山美栄子　様

小平市議会だよりの編集等研修の様子 

（株）会議録センターにて研修の様子 タイトル・一般質問原稿の作成実践 トリミングの実践 

～今後も、市民のみなさんにわかりやすい議会だより作成を心掛けていきます～

小平市役所議場にて 
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いっぱん質問いっぱん質問
いっぱん質問いっぱん質問

田上　孝樹　議員田上　孝樹　議員藤　　伸一　議員藤　　伸一　議員

質

　道
路
交
通
法
の
改
正

に
よ
り
、令
和
５
年
４
月

１
日
か
ら
自
転
車
の
利
用

者
全
員
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
。

自
転
車
の
死
亡
事
故
の
う

ち
最
も
多
い
の
が
、頭
部

へ
の
ダ
メ
ー
ジ
に
よ
る
死

因
と
な
っ
て
い
る
。本
市

の
自
転
車
の
関
わ
る
事
故

件
数
は
。

上
村
防
災
対
策
課
長

　事

故
件
数
は
10
件
で
、死
亡

０
件
、重
傷
４
件
、軽
傷

６
件
と
な
っ
て
い
る
。

質
　年
齢
層
と
事
故
の
内

容
は
。

防
災
対
策
課
長

　約
半
数

が
小
学
生
で
、残
り
は
20

代
か
ら
お
年
寄
り
で
あ
る
。

事
故
の
内
容
は
、大
半
が

出
合
い
頭
に
よ
る
も
の
。

質

　自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
率
の
現
状
は
。

防
災
対
策
課
長

　全
体
的

な
把
握
は
で
き
て
い
な
い

が
、少
し
ず
つ
普
及
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

質

　ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
は

努
力
義
務
で
あ
る
た
め
、

本
人
の
意
思
に
委
ね
ら
れ

る
も
の
の
、事
故
の
際
に

命
を
守
る
手
段
と
し
て
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
重
要
な
役

割
を
果
た
す
。小
中
学
校

で
の
交
通
安
全
教
室
な
ど

実
施
状
況
は
。

防
災
対
策
課
長

　嘉
麻
警

察
署
協
力
の
も
と
、交
通

安
全
教
室
に
取
り
組
ん
で

い
る
。高
校
に
お
い
て
も

啓
発
活
動
を
実
施
し
た
。

質

　街
頭
活
動
の
実
施
状

況
と
内
容
は
。

防
災
対
策
課
長

　嘉
麻
市

交
通
安
全
協
会
、嘉
麻
警

察
署
、嘉
麻
市
が
連
携
し

て
、５
月
11
日
と
７
月
10

日
に
、市
内
２
か
所
で
、

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
と
交
通
ル
ー
ル
遵
守

を
重
点
項
目
と
し
て
、街

頭
活
動
を
実
施
し
た
。

質

　法
改
正
以
降
、自
転

車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
に
補

助
金
を
出
し
て
い
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
の
促
進
を
図

る
た
め
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
購

入
補
助
事
業
の
導
入
の
考

え
は
。

防
災
対
策
課
長

　県
内
で

も
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

補
助
金
導
入
の
効
果
等
を

今
後
、調
査
・
研
究
し
て
、

そ
の
必
要
性
を
検
討
し
て

い
く
。

ヘルメット購入費補助の
考えは

その必要性を検討していく

問

答

質

　過
去
３
回
の
国
政
選

挙
で
の
期
日
前
投
票
の
投

票
率
は
。

平
川
総
務
課
長

　令
和
元

年
の
参
議
院
選
20
・
13
％
、

令
和
３
年
の
衆
議
院
選

25
・
26
％
、令
和
４
年
の
参

議
院
選
24
・
50
％
で
あ
る
。

質

　過
去
３
回
の
国
政
選

挙
で
の
全
体
投
票
に
占
め

る
期
日
前
投
票
の
割
合
は
。

総
務
課
長

　令
和
元
年
の

参
議
院
選
45
・
94
％
、令
和

３
年
の
衆
議
院
選
46
・

87
％
、令
和
４
年
の
参
議

院
選
49
・
81
％
で
あ
る
。

質

　投
票
日
当
日
の
投
票

時
間
の
設
定
の
権
限
は
。

総
務
課
長

　市
選
挙
管
理

委
員
会
に
権
限
が
あ
る
。

質

　投
票
日
当
日
の
投
票

時
間
の
繰
り
上
げ
を
実
施

し
て
い
る
県
内
の
自
治
体

は
。

総
務
課
長

　添
田
町
、赤

村
、福
智
町
が
２
時
間
繰

り
上
げ
て
午
後
６
時
ま
で
、

ま
た
、東
峰
村
、み
や
こ
町
、

築
上
町
が
１
時
間
繰
り
上

げ
て
午
後
７
時
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。

質
　期
日
前
投
票
に
つ
い

て
は
、慣
例
化
し
毎
回
割

合
が
上
昇
し
て
い
る
。午

後
６
時
以
降
の
投
票
率
が

減
少
傾
向
に
あ
る
。ま
た
、

投
票
日
当
日
の
時
間
の
繰

り
上
げ
は
、市
町
村
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
設
定
で

き
る
。

　こ
の
実
態
を
踏
ま
え
、

経
費
の
削
減
、職
員
の
方

た
ち
の
負
担
軽
減
の
観
点

か
ら
、投
票
日
当
日
の
２

時
間
繰
り
上
げ
の
考
え
は
。

総
務
課
長

　近
隣
の
１
市

１
町
の
考
え
方
を
重
視
し
、

検
討
し
て
い
く
。

投
票
支
援
カ
ー
ド
の
導
入

に
つ
い
て

質

　投
票
所
で
の
投
票
者

の
意
思
疎
通
を
図
る
た
め

の
投
票
支
援
カ
ー
ド
の
導

入
の
考
え
は
。

総
務
課
長

　導
入
に
向
け

て
前
向
き
に
検
討
し
て
い

く
。

※

他
に
不
登
校
対
策
、音

声
コ
ー
ド
の
導
入
を
質
問
。

投票支援カードの導入の
考えは
導入に向け、前向きに
検討していく

問

答

紙面の都合により、いっぱん質問の内容を６８０字以内でまとめています。

田上 孝樹 議員

P.11

P.12 P.12

P.13 P.13

P.14 P.14

P.15 P.15

P.11
●ヘルメット購入費
　補助の考えは

藤　伸 一 議員

●投票支援カードの
　導入の考えは

中嶋 時夫 議員

●同和対策施設等の
　見直しは

山本 真之 議員

●嘉麻市の伝統芸能は
　どのくらいあるか

出水 貴之 議員

●関係人口の創出・
　拡大を主要な政策に

畠中 博文 議員

●ハラスメント
　防止策は

豊田 一元 議員

●窓口の手話通訳者
　不在の対応は

佐伯 憲子 議員

●公共施設トイレの
　洋式化は

田中 義幸 議員

●維持管理不能の
　排水溝をどうする

新井 聖次 議員

●消費期限等がある
　備蓄品の管理は

　質問全体の内容については、会議録に掲載しています。会議録は、議会事務局、各支所、
市内図書館および嘉麻市議会ホームぺージからご覧いただけます。
　なお、一般質問はケーブルテレビのご協力により、生放送と録画放送を行っています。また、
YouTubeによる生中継と録画配信も行っています。
　スマートフォンやタブレット端末で、録画映像をご欄になりたい議員のＱＲコードを読み
取ると、「嘉麻市議会」のYouTubeサイト内へアクセスできます。ぜひご視聴ください。

You Tube

You Tube
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が
あ
る
。

質

　投
票
日
当
日
の
投
票

時
間
の
繰
り
上
げ
を
実
施

し
て
い
る
県
内
の
自
治
体

は
。

総
務
課
長

　添
田
町
、赤

村
、福
智
町
が
２
時
間
繰

り
上
げ
て
午
後
６
時
ま
で
、

ま
た
、東
峰
村
、み
や
こ
町
、

築
上
町
が
１
時
間
繰
り
上

げ
て
午
後
７
時
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。

質
　期
日
前
投
票
に
つ
い

て
は
、慣
例
化
し
毎
回
割

合
が
上
昇
し
て
い
る
。午

後
６
時
以
降
の
投
票
率
が

減
少
傾
向
に
あ
る
。ま
た
、

投
票
日
当
日
の
時
間
の
繰

り
上
げ
は
、市
町
村
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
設
定
で

き
る
。

　こ
の
実
態
を
踏
ま
え
、

経
費
の
削
減
、職
員
の
方

た
ち
の
負
担
軽
減
の
観
点

か
ら
、投
票
日
当
日
の
２

時
間
繰
り
上
げ
の
考
え
は
。

総
務
課
長

　近
隣
の
１
市

１
町
の
考
え
方
を
重
視
し
、

検
討
し
て
い
く
。

投
票
支
援
カ
ー
ド
の
導
入

に
つ
い
て

質

　投
票
所
で
の
投
票
者

の
意
思
疎
通
を
図
る
た
め

の
投
票
支
援
カ
ー
ド
の
導

入
の
考
え
は
。

総
務
課
長

　導
入
に
向
け

て
前
向
き
に
検
討
し
て
い

く
。

※

他
に
不
登
校
対
策
、音

声
コ
ー
ド
の
導
入
を
質
問
。

投票支援カードの導入の
考えは
導入に向け、前向きに
検討していく

問

答

紙面の都合により、いっぱん質問の内容を６８０字以内でまとめています。

田上 孝樹 議員

P.11

P.12 P.12

P.13 P.13

P.14 P.14

P.15 P.15

P.11
●ヘルメット購入費
　補助の考えは

藤　伸 一 議員

●投票支援カードの
　導入の考えは

中嶋 時夫 議員

●同和対策施設等の
　見直しは

山本 真之 議員

●嘉麻市の伝統芸能は
　どのくらいあるか

出水 貴之 議員

●関係人口の創出・
　拡大を主要な政策に

畠中 博文 議員

●ハラスメント
　防止策は

豊田 一元 議員

●窓口の手話通訳者
　不在の対応は

佐伯 憲子 議員

●公共施設トイレの
　洋式化は

田中 義幸 議員

●維持管理不能の
　排水溝をどうする

新井 聖次 議員

●消費期限等がある
　備蓄品の管理は

　質問全体の内容については、会議録に掲載しています。会議録は、議会事務局、各支所、
市内図書館および嘉麻市議会ホームぺージからご覧いただけます。
　なお、一般質問はケーブルテレビのご協力により、生放送と録画放送を行っています。また、
YouTubeによる生中継と録画配信も行っています。
　スマートフォンやタブレット端末で、録画映像をご欄になりたい議員のＱＲコードを読み
取ると、「嘉麻市議会」のYouTubeサイト内へアクセスできます。ぜひご視聴ください。

You Tube

You Tube

10議会だより　かまし（70号）11 議会だより　かまし（70号）



出水　貴之　議員出水　貴之　議員

「伝えよう 学んでみよう 嘉麻かるた」 同和施設(農機具共同作業所)

いっぱん質問いっぱん質問 いっぱん質問いっぱん質問

畠中　博文　議員畠中　博文　議員 山本　真之　議員山本　真之　議員 中嶋　時夫　議員中嶋　時夫　議員

質

　新
型
コ
ロ
ナ
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
の
影
響
で
、

原
油
価
格
や
物
価
が
高
騰

し
、市
民
生
活
は
ひ
っ
迫

し
て
い
る
。特
に
、部
落
に

住
む
年
金
で
細
々
と
暮
ら

し
て
い
る
高
齢
者
や
、障

が
い
の
あ
る
人
、ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
に
は
、生
死

に
か
か
わ
る
深
刻
な
問
題

で
あ
る
。部
落
の
生
活
実

態
や
健
康
実
態
の
調
査
は

喫
緊
の
課
題
だ
。

大
塚
人
権
・
同
和
対
策
課
長

実
態
調
査
を
行
う
対
象

地
域
の
特
定
は
難
し
い
。

新
た
な
差
別
を
生
み
出
さ

な
い
よ
う
留
意
し
、慎
重

に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

質

　市
の
厳
し
い
財
政
事

情
で
は
、公
共
施
設
の
見

直
し
は
待
っ
た
な
し
の
問

題
だ
。同
和
対
策
施
設
も

老
朽
化
や
高
齢
化
な
ど
で
、

維
持
管
理
が
難
し
く
財
政

支
援
も
必
要
と
し
て
い
る
。

一
般
対
策
の
中
で
方
向
性

を
出
す
べ
き
だ
。

人
権
・
同
和
対
策
課
長

同
和
対
策
施
設
は
、利
用

者
の
減
少
や
高
齢
化
等
に

よ
り
、管
理
運
営
が
難
し

い
。今
後
の
在
り
方
は
、施

設
利
用
者
や
関
係
団
体
等

と
協
議
を
重
ね
進
め
て
い

く
。

学
校
給
食
の
無
償
化

質

　学
校
給
食
の
無
償
化

は
全
国
的
に
広
が
り
、「
義

務
教
育
の
無
償
」は
憲
法

で
保
障
さ
れ
て
い
る
。嘉

麻
市
の
子
ど
も
た
ち
の
生

活
実
態
や
課
題
を
考
え
れ

ば
、学
校
給
食
の
無
償
化

は
子
育
て
政
策
と
し
て
最

優
先
に
取
り
組
む
課
題
だ
。

北
冨
学
校
教
育
課
長
　学

校
給
食
法
で
は
、食
材
購

入
は
保
護
者
負
担
で
あ
る
。

給
食
費
を
無
償
に
す
る
と
、

６
千
万
円
程
度
の
財
源
が

必
要
と
な
る
。関
係
課
と

協
議
し
、慎
重
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

人
権
教
育
の
推
進

質

　若
い
世
代
の
教
職
員

は
、部
落
問
題
を
学
ぶ
機

会
が
な
く
、実
感
が
乏
し

い
の
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長
　近
年
は
、

若
年
教
員
の
学
び
を
意
識

し
て
学
習
し
て
い
る
。本

年
度
は
人
権
・
部
落
問
題

学
習
の
基
礎
編
と
し
て
、

部
落
差
別
の
現
状
や
差
別

の
起
こ
る
背
景
・
起
源
を

学
ん
だ
。

同和対策施設等の
見直しは
利用者等と協議を
進めていく

問

答

質

　伝
統
文
化
・
伝
統
芸

能
を
継
承
し
て
い
く
こ
と

は
、か
な
り
の
努
力
と
困

難
を
伴
う
こ
と
と
思
う
が
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
果

た
す
役
割
も
大
き
い
。伝

統
芸
能
と
ま
ち
づ
く
り
の

関
係
性
に
つ
い
て
見
解
は
。

末
永
生
涯
学
習
課
長

　伝

統
芸
能
に
限
ら
ず
、地
域

の
宝
で
あ
る
文
化
財
を
所

有
者
、地
域
、行
政
が
協
働

的
に
保
存
活
用
し
て
い
く

こ
と
が
大
き
な
柱
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

質
　具
体
策
は
。

生
涯
学
習
課
長

　本
年
２

月
か
ら
嘉
麻
市
文
化
財
ま

ち
づ
く
り
推
進
団
体
認
定

制
度
を
施
行
し
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
嘉
麻
市
独
自

の
、先
進
的
な
取
り
組
み

で
あ
る
。今
後
も
地
域
の

活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
に

反
映
で
き
る
よ
う
、邁
進

し
て
い
き
た
い
。

質

　ふ
る
さ
と
学
習
の
一

環
と
し
て
、生
涯
学
習
課

が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み

は
あ
る
か
。

生
涯
学
習
課
長

　沖
出
古

墳
公
開
時
の
ふ
る
さ
と
ク

イ
ズ
学
習
、公
民
館
事
業

の
と
き
め
き
学
習
、嘉
麻

市
子
ど
も
会
指
導
者
連
合

会
で
は
か
る
た
大
会
や
子

ど
も
フ
ェ
ス
タ
を
実
施
し

て
い
た
。今
後
と
も
関
係

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質

　保
存
・
継
承
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
か
。

山
田
副
市
長

　市
内
の
２

団
体
が
申
請
を
し
て
い
る
、

県
の「
地
域
伝
統
行
事
お

助
け
隊
派
遣
事
業
」を
周

知
、紹
介
す
る
な
ど
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
。今
年

３
月
に
は
益
富
城
跡
が
県

の
指
定
を
受
け
た
。こ
れ

か
ら
も
こ
の
貴
重
な
文
化

財
の
保
存
・
継
承
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

要
望

　地
区
に
よ
っ
て
状

況
や
運
営
方
法
が
様
々
な

伝
統
文
化
・
伝
統
芸
能
で

あ
る
の
で
、団
体
相
互
の

意
見
交
換
が
で
き
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
、積

極
的
な
情
報
発
信
の
推
進

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

※

他
に
学
童
保
育
所
に

お
け
る
長
期
休
業
期
間
の

弁
当
注
文
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
を
質
問
。

嘉麻市の伝統芸能は
どのくらいあるか
おおむね 40 件程度
存在

問

答

質
　嘉
麻
市
は
22
年
後
に

は
総
人
口
が
１
万
８
４
５

７
人
と
な
り
、高
齢
化
率

は
49
・
２
％
と
な
る
推
計

が
出
て
い
る
。人
口
が
減
っ

て
も
、嘉
麻
市
で
幸
せ
に
生

き
て
い
け
る
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
の
政
策「
関

係
人
口
の
創
出
・
拡
大
」が

重
要
に
な
る
と
考
え
る
。

関
係
人
口
に
つ
い
て
、必
要

性
の
認
識
は
。

田
口
産
業
振
興
課
参
事

　

労
働
力
不
足
や
後
継
者
不

足
の
解
消
や
、将
来
的
な

移
住
者
の
増
加
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、大
変
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

質

　関
係
人
口
の
取
り
組

み
を
強
く
進
め
る
た
め
に
、

中
間
支
援
組
織
を
担
う
団

体
を
指
定
し
て
は
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
参
事

　中
間

支
援
と
な
る
組
織
の
必
要

は
感
じ
て
い
る
。市
の
出
資

法
人
や
、観
光
ま
ち
づ
く

り
協
会
と
協
働
で
き
な
い

か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質

　関
係
人
口
の
創
出
・

拡
大
を
主
要
な
政
策
の
一

つ
と
し
て
、市
の
計
画
に
盛

り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

赤
間
市
長

　地
域
の
力
と

な
り
得
る
関
係
人
口
を
増

や
す
こ
と
は
、大
変
大
き

な
意
義
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。財
源
が
限
ら
れ
る

中
、効
率
的
な
取
り
組
み

も
必
要
で
あ
り
、中
間
支

援
組
織
も
活
用
す
る
な
ど
、

ま
ず
は
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ティ

嘉
麻
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
す

る
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、関
係
人
口
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
と
計
画

化
を
検
討
し
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

質

　デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

に
は
地
域
経
済
の
活
性
化
、

地
域
活
動
促
進
な
ど
、

色
々
な
活
用
の
可
能
性
が

あ
る
。導
入
の
考
え
は
。

市
長

　地
域
づ
く
り
の
観

点
か
ら
、大
き
な
可
能
性

の
あ
る
取
り
組
み
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
が
、地
域
通

貨
の
発
行
等
に
関
し
て
は
、

法
律
等
の
制
限
が
あ
る
。

総
合
的
に
鑑
み
、よ
り
よ
い

も
の
に
な
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
た
い
。

※

関
係
人
口
・・・
移
住
し

た
定
住
人
口
で
は
な
く
、

観
光
に
来
た
交
流
人
口
で

も
な
い
、地
域
と
多
様
に
関

わ
る
人
々
を
指
す
。

関係人口の創出・拡大を
主要な政策に

計画化を検討したい

問

答

質
　職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
実
態
は
。

縄
田
人
事
秘
書
課
長

　過

去
２
年
間
で
２
件
発
生
し

て
い
る
。相
談
内
容
は
２
件

と
も
パ
ワ
ハ
ラ
だ
。

質

　ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
表

面
化
し
に
く
い
理
由
は
。

人
事
秘
書
課
長

　相
談
や

告
発
す
る
こ
と
が
、自
分

自
身
に
対
す
る
報
復
や
仕

事
へ
の
影
響
を
心
配
す
る

な
ど
、被
害
者
一
人
で
抵

抗
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

表
面
化
し
な
い
。

質
　ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談

窓
口
は
あ
る
の
か
。

人
事
秘
書
課
長

　人
事
秘

書
課
と
職
員
労
働
組
合
が

相
談
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

質

　３
年
前
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
は
約
40
％
の
職

員
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受

け
た
り
、見
た
り
、聞
い
た

と
答
え
て
い
る
が
、そ
の

後
、職
員
へ
の
対
応
は
。

人
事
秘
書
課
長
　そ
の
後
、

幹
部
職
員
の
研
修
等
を

行
っ
た
。相
談
体
制
は
強

化
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

質

　ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
調
査

は
行
政
だ
け
で
な
く
、外
部

機
関
も
使
っ
て
行
な
う
べ

き
で
は
。

人
事
秘
書
課
長

　第
三
者

機
関
も
活
用
し
な
が
ら
、

被
害
者
の
声
を
吸
い
上
げ

た
い
と
感
じ
て
い
る
。

質

　ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ

た
職
員
の
懲
戒
処
分
は
。

人
事
秘
書
課
長

　職
員
の

懲
戒
処
分
の
規
定
に
よ
り

処
罰
す
る
。代
表
例
と
し

て
は
、暴
力
・
わ
い
せ
つ
行

為
は
免
職
・
停
職
な
ど
。

質

　今
後
の
対
策
、方
向

性
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

人
事
秘
書
課
長
　意
識
啓

発
を
含
め
た
研
修
等
の
継

続
や
、外
部
機
関
を
活
用

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

実
施
、外
部
相
談
窓
口
の

設
置
を
実
現
し
た
い
。

質

　厚
生
労
働
省
は
職
場

に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
は
雇
用
管
理
上
、必

要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と

が
事
業
主
の
義
務
と
あ
る

が
、市
長
の
見
解
は
。

赤
間
市
長

　日
頃
よ
り
、

風
通
し
の
良
い
職
場
環
境

を
目
指
し
て
い
る
。ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
は
職
員
の
健
康

や
市
の
運
営
に
も
悪
影
響

を
及
ぼ
す
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、体
制
を
強
化
し
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

ハラスメント防止策は

体制を強化し根絶へ
取り組む

問

答
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出水　貴之　議員出水　貴之　議員

「伝えよう 学んでみよう 嘉麻かるた」 同和施設(農機具共同作業所)

いっぱん質問いっぱん質問 いっぱん質問いっぱん質問

畠中　博文　議員畠中　博文　議員 山本　真之　議員山本　真之　議員 中嶋　時夫　議員中嶋　時夫　議員

質

　新
型
コ
ロ
ナ
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
の
影
響
で
、

原
油
価
格
や
物
価
が
高
騰

し
、市
民
生
活
は
ひ
っ
迫

し
て
い
る
。特
に
、部
落
に

住
む
年
金
で
細
々
と
暮
ら

し
て
い
る
高
齢
者
や
、障

が
い
の
あ
る
人
、ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
に
は
、生
死

に
か
か
わ
る
深
刻
な
問
題

で
あ
る
。部
落
の
生
活
実

態
や
健
康
実
態
の
調
査
は

喫
緊
の
課
題
だ
。

大
塚
人
権
・
同
和
対
策
課
長

実
態
調
査
を
行
う
対
象

地
域
の
特
定
は
難
し
い
。

新
た
な
差
別
を
生
み
出
さ

な
い
よ
う
留
意
し
、慎
重

に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

質

　市
の
厳
し
い
財
政
事

情
で
は
、公
共
施
設
の
見

直
し
は
待
っ
た
な
し
の
問

題
だ
。同
和
対
策
施
設
も

老
朽
化
や
高
齢
化
な
ど
で
、

維
持
管
理
が
難
し
く
財
政

支
援
も
必
要
と
し
て
い
る
。

一
般
対
策
の
中
で
方
向
性

を
出
す
べ
き
だ
。

人
権
・
同
和
対
策
課
長

同
和
対
策
施
設
は
、利
用

者
の
減
少
や
高
齢
化
等
に

よ
り
、管
理
運
営
が
難
し

い
。今
後
の
在
り
方
は
、施

設
利
用
者
や
関
係
団
体
等

と
協
議
を
重
ね
進
め
て
い

く
。

学
校
給
食
の
無
償
化

質

　学
校
給
食
の
無
償
化

は
全
国
的
に
広
が
り
、「
義

務
教
育
の
無
償
」は
憲
法

で
保
障
さ
れ
て
い
る
。嘉

麻
市
の
子
ど
も
た
ち
の
生

活
実
態
や
課
題
を
考
え
れ

ば
、学
校
給
食
の
無
償
化

は
子
育
て
政
策
と
し
て
最

優
先
に
取
り
組
む
課
題
だ
。

北
冨
学
校
教
育
課
長
　学

校
給
食
法
で
は
、食
材
購

入
は
保
護
者
負
担
で
あ
る
。

給
食
費
を
無
償
に
す
る
と
、

６
千
万
円
程
度
の
財
源
が

必
要
と
な
る
。関
係
課
と

協
議
し
、慎
重
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

人
権
教
育
の
推
進

質

　若
い
世
代
の
教
職
員

は
、部
落
問
題
を
学
ぶ
機

会
が
な
く
、実
感
が
乏
し

い
の
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長
　近
年
は
、

若
年
教
員
の
学
び
を
意
識

し
て
学
習
し
て
い
る
。本

年
度
は
人
権
・
部
落
問
題

学
習
の
基
礎
編
と
し
て
、

部
落
差
別
の
現
状
や
差
別

の
起
こ
る
背
景
・
起
源
を

学
ん
だ
。

同和対策施設等の
見直しは
利用者等と協議を
進めていく

問

答

質

　伝
統
文
化
・
伝
統
芸

能
を
継
承
し
て
い
く
こ
と

は
、か
な
り
の
努
力
と
困

難
を
伴
う
こ
と
と
思
う
が
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
果

た
す
役
割
も
大
き
い
。伝

統
芸
能
と
ま
ち
づ
く
り
の

関
係
性
に
つ
い
て
見
解
は
。

末
永
生
涯
学
習
課
長

　伝

統
芸
能
に
限
ら
ず
、地
域

の
宝
で
あ
る
文
化
財
を
所

有
者
、地
域
、行
政
が
協
働

的
に
保
存
活
用
し
て
い
く

こ
と
が
大
き
な
柱
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

質
　具
体
策
は
。

生
涯
学
習
課
長

　本
年
２

月
か
ら
嘉
麻
市
文
化
財
ま

ち
づ
く
り
推
進
団
体
認
定

制
度
を
施
行
し
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
嘉
麻
市
独
自

の
、先
進
的
な
取
り
組
み

で
あ
る
。今
後
も
地
域
の

活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
に

反
映
で
き
る
よ
う
、邁
進

し
て
い
き
た
い
。

質

　ふ
る
さ
と
学
習
の
一

環
と
し
て
、生
涯
学
習
課

が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み

は
あ
る
か
。

生
涯
学
習
課
長

　沖
出
古

墳
公
開
時
の
ふ
る
さ
と
ク

イ
ズ
学
習
、公
民
館
事
業

の
と
き
め
き
学
習
、嘉
麻

市
子
ど
も
会
指
導
者
連
合

会
で
は
か
る
た
大
会
や
子

ど
も
フ
ェ
ス
タ
を
実
施
し

て
い
た
。今
後
と
も
関
係

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質

　保
存
・
継
承
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
か
。

山
田
副
市
長

　市
内
の
２

団
体
が
申
請
を
し
て
い
る
、

県
の「
地
域
伝
統
行
事
お

助
け
隊
派
遣
事
業
」を
周

知
、紹
介
す
る
な
ど
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
。今
年

３
月
に
は
益
富
城
跡
が
県

の
指
定
を
受
け
た
。こ
れ

か
ら
も
こ
の
貴
重
な
文
化

財
の
保
存
・
継
承
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

要
望

　地
区
に
よ
っ
て
状

況
や
運
営
方
法
が
様
々
な

伝
統
文
化
・
伝
統
芸
能
で

あ
る
の
で
、団
体
相
互
の

意
見
交
換
が
で
き
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
、積

極
的
な
情
報
発
信
の
推
進

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

※

他
に
学
童
保
育
所
に

お
け
る
長
期
休
業
期
間
の

弁
当
注
文
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
を
質
問
。

嘉麻市の伝統芸能は
どのくらいあるか
おおむね 40 件程度
存在

問

答

質
　嘉
麻
市
は
22
年
後
に

は
総
人
口
が
１
万
８
４
５

７
人
と
な
り
、高
齢
化
率

は
49
・
２
％
と
な
る
推
計

が
出
て
い
る
。人
口
が
減
っ

て
も
、嘉
麻
市
で
幸
せ
に
生

き
て
い
け
る
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
の
政
策「
関

係
人
口
の
創
出
・
拡
大
」が

重
要
に
な
る
と
考
え
る
。

関
係
人
口
に
つ
い
て
、必
要

性
の
認
識
は
。

田
口
産
業
振
興
課
参
事

　

労
働
力
不
足
や
後
継
者
不

足
の
解
消
や
、将
来
的
な

移
住
者
の
増
加
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、大
変
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

質

　関
係
人
口
の
取
り
組

み
を
強
く
進
め
る
た
め
に
、

中
間
支
援
組
織
を
担
う
団

体
を
指
定
し
て
は
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
参
事

　中
間

支
援
と
な
る
組
織
の
必
要

は
感
じ
て
い
る
。市
の
出
資

法
人
や
、観
光
ま
ち
づ
く

り
協
会
と
協
働
で
き
な
い

か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質

　関
係
人
口
の
創
出
・

拡
大
を
主
要
な
政
策
の
一

つ
と
し
て
、市
の
計
画
に
盛

り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

赤
間
市
長

　地
域
の
力
と

な
り
得
る
関
係
人
口
を
増

や
す
こ
と
は
、大
変
大
き

な
意
義
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。財
源
が
限
ら
れ
る

中
、効
率
的
な
取
り
組
み

も
必
要
で
あ
り
、中
間
支

援
組
織
も
活
用
す
る
な
ど
、

ま
ず
は
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ティ

嘉
麻
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
す

る
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、関
係
人
口
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
と
計
画

化
を
検
討
し
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

質

　デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

に
は
地
域
経
済
の
活
性
化
、

地
域
活
動
促
進
な
ど
、

色
々
な
活
用
の
可
能
性
が

あ
る
。導
入
の
考
え
は
。

市
長

　地
域
づ
く
り
の
観

点
か
ら
、大
き
な
可
能
性

の
あ
る
取
り
組
み
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
が
、地
域
通

貨
の
発
行
等
に
関
し
て
は
、

法
律
等
の
制
限
が
あ
る
。

総
合
的
に
鑑
み
、よ
り
よ
い

も
の
に
な
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
た
い
。

※

関
係
人
口
・・・
移
住
し

た
定
住
人
口
で
は
な
く
、

観
光
に
来
た
交
流
人
口
で

も
な
い
、地
域
と
多
様
に
関

わ
る
人
々
を
指
す
。

関係人口の創出・拡大を
主要な政策に

計画化を検討したい

問

答

質
　職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
実
態
は
。

縄
田
人
事
秘
書
課
長

　過

去
２
年
間
で
２
件
発
生
し

て
い
る
。相
談
内
容
は
２
件

と
も
パ
ワ
ハ
ラ
だ
。

質

　ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
表

面
化
し
に
く
い
理
由
は
。

人
事
秘
書
課
長

　相
談
や

告
発
す
る
こ
と
が
、自
分

自
身
に
対
す
る
報
復
や
仕

事
へ
の
影
響
を
心
配
す
る

な
ど
、被
害
者
一
人
で
抵

抗
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

表
面
化
し
な
い
。

質
　ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談

窓
口
は
あ
る
の
か
。

人
事
秘
書
課
長

　人
事
秘

書
課
と
職
員
労
働
組
合
が

相
談
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

質

　３
年
前
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
は
約
40
％
の
職

員
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受

け
た
り
、見
た
り
、聞
い
た

と
答
え
て
い
る
が
、そ
の

後
、職
員
へ
の
対
応
は
。

人
事
秘
書
課
長
　そ
の
後
、

幹
部
職
員
の
研
修
等
を

行
っ
た
。相
談
体
制
は
強

化
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

質

　ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
調
査

は
行
政
だ
け
で
な
く
、外
部

機
関
も
使
っ
て
行
な
う
べ

き
で
は
。

人
事
秘
書
課
長

　第
三
者

機
関
も
活
用
し
な
が
ら
、

被
害
者
の
声
を
吸
い
上
げ

た
い
と
感
じ
て
い
る
。

質

　ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ

た
職
員
の
懲
戒
処
分
は
。

人
事
秘
書
課
長

　職
員
の

懲
戒
処
分
の
規
定
に
よ
り

処
罰
す
る
。代
表
例
と
し

て
は
、暴
力
・
わ
い
せ
つ
行

為
は
免
職
・
停
職
な
ど
。

質

　今
後
の
対
策
、方
向

性
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

人
事
秘
書
課
長
　意
識
啓

発
を
含
め
た
研
修
等
の
継

続
や
、外
部
機
関
を
活
用

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

実
施
、外
部
相
談
窓
口
の

設
置
を
実
現
し
た
い
。

質

　厚
生
労
働
省
は
職
場

に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
は
雇
用
管
理
上
、必

要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と

が
事
業
主
の
義
務
と
あ
る

が
、市
長
の
見
解
は
。

赤
間
市
長

　日
頃
よ
り
、

風
通
し
の
良
い
職
場
環
境

を
目
指
し
て
い
る
。ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
は
職
員
の
健
康

や
市
の
運
営
に
も
悪
影
響

を
及
ぼ
す
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、体
制
を
強
化
し
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

ハラスメント防止策は

体制を強化し根絶へ
取り組む

問

答
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いっぱん質問いっぱん質問 いっぱん質問いっぱん質問

質

　本
市
の
手
話
通
訳
を

必
要
と
す
る
ろ
う
者
等
の

人
数
は
。

石
坂
福
祉
事
務
所
長

　ろ

う
者
は
22
人
、音
声
・
言
語

機
能
障
が
い
者
は
28
人
だ
。

質

　手
話
は
障
が
い
者
に

と
っ
て
意
思
疎
通
を
図
る

た
め
に
大
切
な
も
の
だ
。

手
話
奉
仕
員
が
、多
く
の

行
事
や
病
院
な
ど
に
同
行

し
て
活
躍
し
て
い
る
が
、

手
話
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
の
成
果
と
課
題
は
。

福
祉
事
務
所
長

　嘉
飯
桂

地
区
合
同
の
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
に
毎
年
５
〜
８

名
が
参
加
し
て
い
る
。し

か
し
、手
話
の
会
へ
の
入

会
等
に
つ
な
が
ら
ず
、す

そ
野
が
広
が
っ
て
い
な
い
。

質

　昨
年
度
、障
が
い
者

福
祉
係
で
は
、手
話
通
訳

者
が
不
在
だ
っ
た
。タ
ブ

レ
ッ
ト
で
の
通
訳
対
応
は

市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
と
の

苦
情
が
あ
っ
た
。常
時
複

数
の
市
職
員
を
在
籍
さ
せ

て
お
く
べ
き
だ
。日
常
的

に
手
話
で
挨
拶
が
で
き
、

誰
も
が
ろ
う
者
の
暮
ら
し

を
理
解
し
、意
思
や
思
い

を
聞
く
風
土
づ
く
り
が
必

要
だ
。こ
れ
ら
の
研
修
の

機
会
は
。

福
祉
事
務
所
長

　本
年
度

は
手
話
通
訳
職
員
を
配
置

し
て
い
る
。手
話
研
修
に

は
、毎
年
８
名
程
度
が
参

加
し
て
意
思
疎
通
能
力
向

上
を
目
指
し
て
い
る
。

質

　社
協
と
の
連
携
及
び

災
害
避
難
時
の
対
応
は
。

福
祉
事
務
所
長

　社
協
と

の
連
携
は
行
っ
て
い
な
い
。

日
常
生
活
用
具
と
し
て
屋

内
信
号
装
置
を
給
付
し
、

避
難
所
で
は
必
要
に
応
じ

て
保
健
師
が
対
応
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

質

　手
話
が
当
た
り
前
の

社
会
を
作
る
た
め
に
手
話

言
語
条
例
の
制
定
を
。

赤
間
市
長

　県
や
近
隣
市

町
も
制
定
し
て
い
る
の
で
、

調
査
研
究
し
検
討
す
る
。

　温
浴
施
設
の
営
業
課
題

質

　市
内
５
施
設
の
入
浴

時
間
帯
・
入
浴
料
金
・
障
が

い
者
減
免
が
不
揃
い
で
整

合
性
が
な
い
、ど
う
す
る
。

福
祉
事
務
所
長

　合
併
前

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

部
署
間
協
議
を
進
め
た
い
。

質

　な
つ
き
の
湯
の
最
終

入
館
時
間
繰
り
上
げ
に
よ

る
光
熱
費
削
減
、及
び
市

外
利
用
者
割
増
料
金
に
よ

る
財
政
効
果
の
検
討
は
。

福
祉
事
務
所
長

　検
討
し

て
協
議
を
進
め
た
い
。

窓口の手話通訳者
不在の対応は
本年度は手話通訳
職員を配置

問

答

維持管理不能の
排水溝をどうする
現場を確認して
市がする

問

答

質
　排
水
溝
設
置
目
的
は
。

井
桁
技
監

　道
路
の
排
水

を
良
好
に
し
、道
路
法
面

崩
落
を
防
止
す
る
た
め
だ
。

質

　現
在
排
水
溝
の
維
持

管
理
は
ど
う
し
て
い
る
。

技
監

　通
常
土
木
課
が
行

う
が
、地
元
で
し
て
い
る

所
も
あ
る
。

質

　排
水
溝
の
維
持
管
理

不
能
な
中
山
間
地
で
は
、

崖
の
崩
落
、農
地
の
陥
没

等
が
起
き
て
い
る
。高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
地
域
で

は
、維
持
管
理
が
で
き
な
い
。

４
〜
５
年
に
一
度
く
ら
い
、

市
で
で
き
な
い
か
。

技
監
　現
場
を
確
認
し
て
、

維
持
管
理
を
し
て
い
く
。

水
路
崩
壊

質

　旧
国
道
２
１
１
号
線

の
嘉
麻
７
号
橋
と
８
号
橋

間
に
あ
る
沢
の
下
流
域
で
、

水
路
崩
壊
が
起
き
て
い
る
。

バ
イ
パ
ス
が
で
き
て
、水

の
流
れ
が
変
わ
り
災
害
が

起
き
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。ま
た
、植
林
し
た
木
も

枯
れ
て
い
る
。調
査
を
し

て
ほ
し
い
と
地
権
者
は
言

っ
て
い
る
が
、県
に
要
請

で
き
な
い
か
。

技
監

　調
査
要
請
は
県
に

す
る
。

市
道
の
維
持
管
理

質

　熊
ヶ
畑
第
１
行
政
区

内
の
市
道
が
、馬
の
背
状

態
に
な
っ
て
い
る
。車
庫

入
れ
の
時
、車
の
底
を
こ

す
る
。損
害
賠
償
請
求
事

案
だ
。住
民
が
、補
修
要
望

書
を
出
し
て
い
る
が
。

技
監

　全
体
的
に
補
修
し

た
い
。行
政
区
長
と
協
議

し
、早
め
に
す
る
。

空
き
地
・
空
き
家
管
理

質

　稲
築
地
区
才
田
に
あ

る
空
き
地
の
管
理
で
あ
る

が
、隣
家
ま
で
竹
木
が
覆

い
被
さ
っ
て
い
る
。今
回

民
法
の
改
正
が
あ
っ
た
が
、

市
は
ど
う
す
る
の
か
。

高
野
環
境
課
長

　民
・
民

で
解
決
し
て
ほ
し
い
。

質

　そ
の
回
答
は
お
か
し

い
。本
来
な
ら
市
の
環
境

美
化
条
例
に
基
づ
き
代
執

行
す
べ
き
だ
っ
た
が
、法

的
根
拠
が
な
い
た
め
、で

き
な
か
っ
た
。し
か
し
、今

回
民
法
が
改
正
に
な
っ
た

の
で
、最
終
的
に
は
、市
が

代
執
行
す
べ
き
だ
。

赤
間
市
長
　市
民
が
不
快

に
思
わ
な
い
よ
う
、対
応

を
指
示
す
る
。財
源
は
協

議
す
る
。

消費期限等がある
備蓄品の管理は
廃棄せず有効活用を
図っている

問

答

質

　災
害
時
に
住
民
の
生

命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
、

日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　本
市
の
防
災
備
蓄
品
の

内
容
は
。

上
村
防
災
対
策
課
長

　備

蓄
用
飲
料
水
、食
料
、乳
児

用
粉
ミ
ル
ク
、毛
布
、マ
ッ

ト
、簡
易
ト
イ
レ
、簡
易

ベ
ッ
ド
、パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
、発
電
機
、大
型
扇
風
機
、

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
等
を
備

蓄
し
て
い
る
。

質
　管
理
、保
管
場
所
は
。

防
災
対
策
課
長
　避
難
場

所
の
公
民
館
や
学
校
に
保

管
し
て
い
る
。

　ま
た
、旧
宮
野
小
学
校
、

今
年
か
ら
旧
稲
築
西
学
童

保
育
所
に
も
保
管
し
、さ

ら
に
分
散
保
管
を
追
加
検

討
し
て
い
る
。

質

　消
費
期
限
等
が
あ
る

備
蓄
品
の
管
理
が
、フ
ー

ド
ロ
ス
な
ど
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
か
。

防
災
対
策
課
長

　定
期
的

に
確
認
し
、入
替
え
た
備

蓄
品
は
、廃
棄
す
る
こ
と

な
く
避
難
訓
練
や
公
民
館

事
業
な
ど
で
使
用
し
、有
効

活
用
を
図
っ
て
い
る
。

質

　水
道
が
ス
ト
ッ
プ
し

た
場
合
の
簡
易
ト
イ
レ
は

十
分
に
備
え
て
い
る
か
。

防
災
対
策
課
長

　簡
易
ト

イ
レ
50
セ
ッ
ト
と
凝
固
剤

４
千
セ
ッ
ト
を
備
蓄
し
て

い
る
。ま
た
、災
害
協
定
を

結
ん
で
い
る
リ
ー
ス
会
社

に
、優
先
設
置
を
依
頼
し

て
い
る
。

質

　高
齢
化
す
る
中
、男

性
の
尿
取
り
パ
ッ
ト
等
の

使
用
が
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
へ
の
配
慮
か
ら
、男
性

用
ト
イ
レ
に
も
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

山
田
副
市
長

　公
共
施
設

の
利
用
形
態
等
を
調
査
し

検
討
し
て
い
く
。

橋
梁
の
耐
震
補
強

質

　橋
梁
の
老
朽
化
が
目

立
つ
中
、事
後
保
全
か
ら

予
防
保
全
へ
転
換
が
必
要
。

補
修
、補
強
の
現
状
は
。

井
桁
技
監

　５
年
ご
と
に

調
査
・
点
検
し
て
い
る
。多

く
の
橋
梁
が
更
新
時
期
を

迎
え
、財
政
的
な
課
題
が

生
じ
て
い
る
。 

予
防
的
に

小
規
模
な
補
修
、補
強
を
行

い
延
命
し
て
い
く
手
法
へ

政
策
を
転
換
し
取
り
組
ん

で
い
る
。

公共施設トイレの
洋式化は
年次計画をたてて
取り組む

問

答

質

　私
が
議
員
に
立
候
補

し
た
理
由
の
一
つ
に
、令
和

２
年
９
月
、台
風
接
近
に

伴
う
避
難
所
運
営
を
担
っ

た
際
、女
性
ト
イ
レ
に
洋

式
が
な
く
高
齢
女
性
が
立

ち
上
が
れ
な
く
な
っ
た
事

案
が
あ
っ
た
。

　ま
た
、本
年
６
月「
高
齢
・

認
知
症
で
も
お
ひ
と
り
さ

ま
で
生
き
抜
く
」を
テ
ー
マ

に
し
た
講
演
会
が
開
催
さ

れ
た
際
に
女
性
の
参
加
者

が
多
く
、８
つ
あ
る
女
性
ト

イ
レ
に
洋
式
が
２
つ
し
か

な
く
長
蛇
の
列
が
で
き
た
。

参
加
し
た
市
民
よ
り「
洋

式
ト
イ
レ
の
増
設
と
和
式

ト
イ
レ
に
手
す
り
の
設
置

を
」と
の
声
が
届
い
た
。市

内
避
難
所
と
な
る
社
会
教

育
、体
育
施
設
の
現
場
を

自
分
な
り
に
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
10
施
設
中
、洋
式
ト

イ
レ
が
２
つ
あ
る
の
は
３

施
設
、和
式
ト
イ
レ
に
手

す
り
が
あ
る
の
は
３
施
設

で
あ
っ
た
。市
内
社
会
教

育
施
設
の
ト
イ
レ
の
洋
式

数
の
割
合
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

末
永
生
涯
学
習
課
長

　

指
定
避
難
所
も
含
む
図
書

館
や
美
術
館
等
17
施
設
で
、

洋
式
ト
イ
レ
の
割
合
は
約

44
％
だ
。

質

　体
育
施
設
の
洋
式
化

の
割
合
も
尋
ね
る
。

長
岡
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
長

指
定
避
難
所
も
含
み
市
内

の
社
会
体
育
施
設
は
８
施

設
で
割
合
は
約
44
％
だ
。

質

　利
用
し
て
い
る
市
民

か
ら
要
望
や
意
見
は
届
い

て
い
な
か
っ
た
の
か
。

生
涯
学
習
課
長

　要
望
も

意
見
も
届
い
て
い
た
。

質
　高
齢
化
対
応
の
み
で

は
な
く
、妊
産
婦
や
男
女

を
問
わ
ず
体
調
不
良
や
負

傷
等
で
洋
式
を
望
む
市
民

の
た
め
、和
式
か
ら
洋
式

へ
の
改
修
、ま
た
和
式
ト

イ
レ
に
は
必
ず
手
す
り
を

設
置
す
る
よ
う
、年
次
計

画
を
た
て
て
実
施
を
望
む
。

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

生
涯
学
習
課
長

　早
急
に

対
応
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
。両
課
と
も
に
指
定

避
難
場
所
の
緊
急
性
の
高

い
箇
所
か
ら
取
り
組
む
。

※

他
に
高
齢
化
率
40
％
超

え
の
ま
ち
に
必
要
な
こ
と
、

水
難
事
故
対
策
、旧
山
田

庁
舎
、山
田
高
校
跡
地
の

利
活
用
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
を
質
問
。

「大迷惑」防災備蓄品(写真はイメージ)洋式トイレ(写真はイメージ)

14議会だより　かまし（70号）15 議会だより　かまし（70号）



豊田　一元　議員豊田　一元　議員新井　聖次　議員新井　聖次　議員佐伯　憲子　議員佐伯　憲子　議員 田中　義幸　議員田中　義幸　議員

いっぱん質問いっぱん質問 いっぱん質問いっぱん質問

質

　本
市
の
手
話
通
訳
を

必
要
と
す
る
ろ
う
者
等
の

人
数
は
。

石
坂
福
祉
事
務
所
長

　ろ

う
者
は
22
人
、音
声
・
言
語

機
能
障
が
い
者
は
28
人
だ
。

質

　手
話
は
障
が
い
者
に

と
っ
て
意
思
疎
通
を
図
る

た
め
に
大
切
な
も
の
だ
。

手
話
奉
仕
員
が
、多
く
の

行
事
や
病
院
な
ど
に
同
行

し
て
活
躍
し
て
い
る
が
、

手
話
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
の
成
果
と
課
題
は
。

福
祉
事
務
所
長

　嘉
飯
桂

地
区
合
同
の
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
に
毎
年
５
〜
８

名
が
参
加
し
て
い
る
。し

か
し
、手
話
の
会
へ
の
入

会
等
に
つ
な
が
ら
ず
、す

そ
野
が
広
が
っ
て
い
な
い
。

質

　昨
年
度
、障
が
い
者

福
祉
係
で
は
、手
話
通
訳

者
が
不
在
だ
っ
た
。タ
ブ

レ
ッ
ト
で
の
通
訳
対
応
は

市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
と
の

苦
情
が
あ
っ
た
。常
時
複

数
の
市
職
員
を
在
籍
さ
せ

て
お
く
べ
き
だ
。日
常
的

に
手
話
で
挨
拶
が
で
き
、

誰
も
が
ろ
う
者
の
暮
ら
し

を
理
解
し
、意
思
や
思
い

を
聞
く
風
土
づ
く
り
が
必

要
だ
。こ
れ
ら
の
研
修
の

機
会
は
。

福
祉
事
務
所
長

　本
年
度

は
手
話
通
訳
職
員
を
配
置

し
て
い
る
。手
話
研
修
に

は
、毎
年
８
名
程
度
が
参

加
し
て
意
思
疎
通
能
力
向

上
を
目
指
し
て
い
る
。

質

　社
協
と
の
連
携
及
び

災
害
避
難
時
の
対
応
は
。

福
祉
事
務
所
長

　社
協
と

の
連
携
は
行
っ
て
い
な
い
。

日
常
生
活
用
具
と
し
て
屋

内
信
号
装
置
を
給
付
し
、

避
難
所
で
は
必
要
に
応
じ

て
保
健
師
が
対
応
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

質

　手
話
が
当
た
り
前
の

社
会
を
作
る
た
め
に
手
話

言
語
条
例
の
制
定
を
。

赤
間
市
長

　県
や
近
隣
市

町
も
制
定
し
て
い
る
の
で
、

調
査
研
究
し
検
討
す
る
。

　温
浴
施
設
の
営
業
課
題

質

　市
内
５
施
設
の
入
浴

時
間
帯
・
入
浴
料
金
・
障
が

い
者
減
免
が
不
揃
い
で
整

合
性
が
な
い
、ど
う
す
る
。

福
祉
事
務
所
長

　合
併
前

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

部
署
間
協
議
を
進
め
た
い
。

質

　な
つ
き
の
湯
の
最
終

入
館
時
間
繰
り
上
げ
に
よ

る
光
熱
費
削
減
、及
び
市

外
利
用
者
割
増
料
金
に
よ

る
財
政
効
果
の
検
討
は
。

福
祉
事
務
所
長

　検
討
し

て
協
議
を
進
め
た
い
。

窓口の手話通訳者
不在の対応は
本年度は手話通訳
職員を配置

問

答

維持管理不能の
排水溝をどうする
現場を確認して
市がする

問

答

質
　排
水
溝
設
置
目
的
は
。

井
桁
技
監

　道
路
の
排
水

を
良
好
に
し
、道
路
法
面

崩
落
を
防
止
す
る
た
め
だ
。

質

　現
在
排
水
溝
の
維
持

管
理
は
ど
う
し
て
い
る
。

技
監

　通
常
土
木
課
が
行

う
が
、地
元
で
し
て
い
る

所
も
あ
る
。

質

　排
水
溝
の
維
持
管
理

不
能
な
中
山
間
地
で
は
、

崖
の
崩
落
、農
地
の
陥
没

等
が
起
き
て
い
る
。高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
地
域
で

は
、維
持
管
理
が
で
き
な
い
。

４
〜
５
年
に
一
度
く
ら
い
、

市
で
で
き
な
い
か
。

技
監
　現
場
を
確
認
し
て
、

維
持
管
理
を
し
て
い
く
。

水
路
崩
壊

質

　旧
国
道
２
１
１
号
線

の
嘉
麻
７
号
橋
と
８
号
橋

間
に
あ
る
沢
の
下
流
域
で
、

水
路
崩
壊
が
起
き
て
い
る
。

バ
イ
パ
ス
が
で
き
て
、水

の
流
れ
が
変
わ
り
災
害
が

起
き
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。ま
た
、植
林
し
た
木
も

枯
れ
て
い
る
。調
査
を
し

て
ほ
し
い
と
地
権
者
は
言

っ
て
い
る
が
、県
に
要
請

で
き
な
い
か
。

技
監

　調
査
要
請
は
県
に

す
る
。

市
道
の
維
持
管
理

質

　熊
ヶ
畑
第
１
行
政
区

内
の
市
道
が
、馬
の
背
状

態
に
な
っ
て
い
る
。車
庫

入
れ
の
時
、車
の
底
を
こ

す
る
。損
害
賠
償
請
求
事

案
だ
。住
民
が
、補
修
要
望

書
を
出
し
て
い
る
が
。

技
監

　全
体
的
に
補
修
し

た
い
。行
政
区
長
と
協
議

し
、早
め
に
す
る
。

空
き
地
・
空
き
家
管
理

質

　稲
築
地
区
才
田
に
あ

る
空
き
地
の
管
理
で
あ
る

が
、隣
家
ま
で
竹
木
が
覆

い
被
さ
っ
て
い
る
。今
回

民
法
の
改
正
が
あ
っ
た
が
、

市
は
ど
う
す
る
の
か
。

高
野
環
境
課
長

　民
・
民

で
解
決
し
て
ほ
し
い
。

質

　そ
の
回
答
は
お
か
し

い
。本
来
な
ら
市
の
環
境

美
化
条
例
に
基
づ
き
代
執

行
す
べ
き
だ
っ
た
が
、法

的
根
拠
が
な
い
た
め
、で

き
な
か
っ
た
。し
か
し
、今

回
民
法
が
改
正
に
な
っ
た

の
で
、最
終
的
に
は
、市
が

代
執
行
す
べ
き
だ
。

赤
間
市
長
　市
民
が
不
快

に
思
わ
な
い
よ
う
、対
応

を
指
示
す
る
。財
源
は
協

議
す
る
。

消費期限等がある
備蓄品の管理は
廃棄せず有効活用を
図っている

問

答

質

　災
害
時
に
住
民
の
生

命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
、

日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　本
市
の
防
災
備
蓄
品
の

内
容
は
。

上
村
防
災
対
策
課
長

　備

蓄
用
飲
料
水
、食
料
、乳
児

用
粉
ミ
ル
ク
、毛
布
、マ
ッ

ト
、簡
易
ト
イ
レ
、簡
易

ベ
ッ
ド
、パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
、発
電
機
、大
型
扇
風
機
、

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
等
を
備

蓄
し
て
い
る
。

質
　管
理
、保
管
場
所
は
。

防
災
対
策
課
長
　避
難
場

所
の
公
民
館
や
学
校
に
保

管
し
て
い
る
。

　ま
た
、旧
宮
野
小
学
校
、

今
年
か
ら
旧
稲
築
西
学
童

保
育
所
に
も
保
管
し
、さ

ら
に
分
散
保
管
を
追
加
検

討
し
て
い
る
。

質

　消
費
期
限
等
が
あ
る

備
蓄
品
の
管
理
が
、フ
ー

ド
ロ
ス
な
ど
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
か
。

防
災
対
策
課
長

　定
期
的

に
確
認
し
、入
替
え
た
備

蓄
品
は
、廃
棄
す
る
こ
と

な
く
避
難
訓
練
や
公
民
館

事
業
な
ど
で
使
用
し
、有
効

活
用
を
図
っ
て
い
る
。

質

　水
道
が
ス
ト
ッ
プ
し

た
場
合
の
簡
易
ト
イ
レ
は

十
分
に
備
え
て
い
る
か
。

防
災
対
策
課
長

　簡
易
ト

イ
レ
50
セ
ッ
ト
と
凝
固
剤

４
千
セ
ッ
ト
を
備
蓄
し
て

い
る
。ま
た
、災
害
協
定
を

結
ん
で
い
る
リ
ー
ス
会
社

に
、優
先
設
置
を
依
頼
し

て
い
る
。

質

　高
齢
化
す
る
中
、男

性
の
尿
取
り
パ
ッ
ト
等
の

使
用
が
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
へ
の
配
慮
か
ら
、男
性

用
ト
イ
レ
に
も
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

山
田
副
市
長

　公
共
施
設

の
利
用
形
態
等
を
調
査
し

検
討
し
て
い
く
。

橋
梁
の
耐
震
補
強

質

　橋
梁
の
老
朽
化
が
目

立
つ
中
、事
後
保
全
か
ら

予
防
保
全
へ
転
換
が
必
要
。

補
修
、補
強
の
現
状
は
。

井
桁
技
監

　５
年
ご
と
に

調
査
・
点
検
し
て
い
る
。多

く
の
橋
梁
が
更
新
時
期
を

迎
え
、財
政
的
な
課
題
が

生
じ
て
い
る
。 

予
防
的
に

小
規
模
な
補
修
、補
強
を
行

い
延
命
し
て
い
く
手
法
へ

政
策
を
転
換
し
取
り
組
ん

で
い
る
。

公共施設トイレの
洋式化は
年次計画をたてて
取り組む

問

答

質

　私
が
議
員
に
立
候
補

し
た
理
由
の
一
つ
に
、令
和

２
年
９
月
、台
風
接
近
に

伴
う
避
難
所
運
営
を
担
っ

た
際
、女
性
ト
イ
レ
に
洋

式
が
な
く
高
齢
女
性
が
立

ち
上
が
れ
な
く
な
っ
た
事

案
が
あ
っ
た
。

　ま
た
、本
年
６
月「
高
齢
・

認
知
症
で
も
お
ひ
と
り
さ

ま
で
生
き
抜
く
」を
テ
ー
マ

に
し
た
講
演
会
が
開
催
さ

れ
た
際
に
女
性
の
参
加
者

が
多
く
、８
つ
あ
る
女
性
ト

イ
レ
に
洋
式
が
２
つ
し
か

な
く
長
蛇
の
列
が
で
き
た
。

参
加
し
た
市
民
よ
り「
洋

式
ト
イ
レ
の
増
設
と
和
式

ト
イ
レ
に
手
す
り
の
設
置

を
」と
の
声
が
届
い
た
。市

内
避
難
所
と
な
る
社
会
教

育
、体
育
施
設
の
現
場
を

自
分
な
り
に
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
10
施
設
中
、洋
式
ト

イ
レ
が
２
つ
あ
る
の
は
３

施
設
、和
式
ト
イ
レ
に
手

す
り
が
あ
る
の
は
３
施
設

で
あ
っ
た
。市
内
社
会
教

育
施
設
の
ト
イ
レ
の
洋
式

数
の
割
合
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

末
永
生
涯
学
習
課
長

　

指
定
避
難
所
も
含
む
図
書

館
や
美
術
館
等
17
施
設
で
、

洋
式
ト
イ
レ
の
割
合
は
約

44
％
だ
。

質

　体
育
施
設
の
洋
式
化

の
割
合
も
尋
ね
る
。

長
岡
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
長

指
定
避
難
所
も
含
み
市
内

の
社
会
体
育
施
設
は
８
施

設
で
割
合
は
約
44
％
だ
。

質

　利
用
し
て
い
る
市
民

か
ら
要
望
や
意
見
は
届
い

て
い
な
か
っ
た
の
か
。

生
涯
学
習
課
長

　要
望
も

意
見
も
届
い
て
い
た
。

質
　高
齢
化
対
応
の
み
で

は
な
く
、妊
産
婦
や
男
女

を
問
わ
ず
体
調
不
良
や
負

傷
等
で
洋
式
を
望
む
市
民

の
た
め
、和
式
か
ら
洋
式

へ
の
改
修
、ま
た
和
式
ト

イ
レ
に
は
必
ず
手
す
り
を

設
置
す
る
よ
う
、年
次
計

画
を
た
て
て
実
施
を
望
む
。

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

生
涯
学
習
課
長

　早
急
に

対
応
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
。両
課
と
も
に
指
定

避
難
場
所
の
緊
急
性
の
高

い
箇
所
か
ら
取
り
組
む
。

※

他
に
高
齢
化
率
40
％
超

え
の
ま
ち
に
必
要
な
こ
と
、

水
難
事
故
対
策
、旧
山
田

庁
舎
、山
田
高
校
跡
地
の

利
活
用
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
を
質
問
。

「大迷惑」防災備蓄品(写真はイメージ)洋式トイレ(写真はイメージ)
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厳島神社(口春)での「獅子舞」の様子
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高校生議会開催のお知らせ高校生議会開催のお知らせ

※高校生議会は傍聴できます！
※傍聴をご希望の方は５階の議会事務局までお越しください。
※高校生議会は傍聴できます！
※傍聴をご希望の方は５階の議会事務局までお越しください。

日　時

会　場

参加校

令和５年11月８日(水)　13時30分～
嘉麻市役所  ５階　議場
稲築志耕館高等学校
嘉穂総合高等学校嘉麻市立大隈城山校

委 員 長 畠中 博文 委  員 田上 孝樹

委  員 佐伯 憲子
委  員 新井 聖次

委  員 山本 真之

副委員長 田中 義幸

次回の嘉麻市議会だより(№71)は
令和6年(2024年)2月1日発行予定

嘉麻市岩崎1180番地1
嘉麻市役所 5階 議会事務局

TEL:0948-42-7406
FAX:0948-42-7099

～お問い合わせはこちらに～

P2.P3…令和４年度 決算報告
P7………………９月補正予算
P10～P15……いっぱん質問
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